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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
アメリカの黒人アスリートと日本との邂逅のテーマに踏み込んだ初の本格的な文化研究と言える．なによ
りも本論文に関して評価しなければならないのは，雑誌・新聞・写真・ポスター・パンフレット・道徳教科
書など，しばしば入手困難な一次資料を地道に発掘し読み解いていった点である．この入念で堅実な研究が
もたらす功績のひとつは, スポーツ文化史において未開拓の領域であった日本とアフリカ系アメリカの接
点を研究領域として切り開いていったことにある. 
本論文は「グローバル・レーストラック」という新たな議論の枠組みを提起し，それを通じてスポーツを
めぐる言説と，人種・ジェンダー・障害にかかる構造的不平等とのあいだのつながり，さらには人権問題と
のあいだのつながりまでもあぶりだすことに成功している．議論のオリジナリティーという点において高い
評価に値するものといえる．また，こうした議論を裏付けていくなかで，ジャーナリズムの緻密なテクスト
分析を行い，人種・ジェンダー・身体をめぐる物語が書き換えられていったプロセスを入念に読み解いたこ
とも，優れた研究能力の証として評価できる． 
著者が研究対象を敢えて冷戦期に絞ったこともまた論旨の明解さに寄与している．冷戦期アメリカにおい
てアフリカ系アスリートたちが，アメリカの優位性をグローバルに宣伝する文化外交の担い手として積極的
に用いられたことを考えるなら，「グローバル・レーストラック」を冷戦期固有の問題として論じる本論文
の枠組みは，十分な説得性を持つものである． 
もちろん本論文には, 若干残された課題がないわけではない．著者は，終章で冷戦期のスポーツの領域に
おける言説の調停とは，従来の言説が再生産されると同時に撹乱されていくことであると結論づけている．
しかし，そのような意味における調停は冷戦期やスポーツの領域に限らず，いつの時代のどの文化領域でも
ありうることである．調停の事実自体を論の帰着点とするのではなく，そのような調停にどのような固有の
構造があったかを考察する必要がある．そして，これを解明するためには，より強固な理論枠に基づく分析
が期待される． 
しかしこれは，本論文の高い学術的価値ゆえに期待される今後の課題である．本論文は，その研究の画期
的な意義から刊行が待たれる．刊行の際には上記のような観点からの修正加筆が必要となるであろうが，本
論文の総体としての価値はいささかも揺らぐものではない．よって本論文を，課程博士学位論文にふさわし
い内容であると判断する. 
 
２ 最終試験 
平成３１年１月２１日，人文社会科学研究科学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと，本
論文について著者に説明を求めた後，関連事項について質疑応答を行った．審議の結果，審査委員全員一致
で合格と判定された． 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める． 
